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○ 県民総合運動公園は、公共交通によるアクセス手段が乏しく、大規模イベント開催時には運動公園周辺では渋滞
が頻発

○ 取り得る対応策から速やかに実行し、効果検証をしながら県が主体的に渋滞対策に取り組む

県民総合運動公園の渋滞対策に向けた実証
【将来に向けた地方創生の取組み】

高速交通ネットワーク整備推進特別委員会
令和５年２月議会 交通政策課 説明資料

＜現状・課題＞ ＜事業概要＞

＜イメージ＞

○ 県民総合運動公園は、公共
交通によるアクセスが乏しく、
自動車によるアクセスが中心

○ 今秋のロアッソ熊本ホーム
ゲームなど、大規模イベント
において運動公園周辺で渋滞
が頻発

【現状】

○ 空港アクセス鉄道ルート見
直しにより三里木ルートで期
待されていた運動公園アクセ
ス改善への対応が必要

○ 財政的に厳しいイベント主
催者もある中、イベント主催
者による自主的な渋滞対策の
みでは限界

【課題】

◯全体事業費：3億4百万円
◯事業内容：①利用者数に応じて主催者等調整会議で必要とされた以下のソフト対策について実証

・メイン駐車場臨時退出路・臨時駐車場の設置、指定管理者による交通誘導警備員等の配置
・イベント主催者が行うシャトルバス運行、パーク＆バスライドの実施、自転車利用者等へ
のインセンティブ等への支援

②臨時駐車場の確保等のための施設整備
・送迎車両乗降所設置等の検討、バスベイの改修
・メイン駐車場臨時退出路及び臨時駐車場の設置に伴う退出路等の整備
③駐車場増設に係る調査・検討
・駐車場増設に係る可能性調査等

◯負担割合 ：県10/10
◯事業主体 ：県
◯事業期間 ：令和5年度

◎利用者数に応じたソフト対策について実証

◎ハード面での対応策 ○送迎車両乗降所の設置検討 ○バスベイ等の改修 等

運動公園
利用者

駐車場対策
シャトルバス・パーク＆ライド

【大規模イベント時】
徒歩・自転車等

【大規模イベント時】

臨時駐車場
の設置

シャトルバス運行
イベント主催
者に対するバ
ス借上費用等

の支援

自転車利用のインセン
ティブ(スタジアムグ
ルメ券の配付等)

臨時駐車場
の追加設置

メイン駐車場
臨時退出路設置

シャトルバス拡充
パーク＆ライド実施

（同上） （同上） （上記取組み拡充）

4,000人※

以上

多



2



3


